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恒
例
の
彦
根
市
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
出
初
式

は
、
消
防
に
か
か
わ
る
人
た

ち
の
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の

決
意
表
明
の
催
し
で
す
。
ど

う
ぞ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
８
日
㈭
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

場
所

彦
根
城
大
手
前
公
園

（
金
亀
町
）

内
容

分
列
行
進
、
車
両
行

進
、
彦
根
鳶と

び

保
存
会
に
よ

る
は
し
ご
乗
り
演
技
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
防
火

演
技
、
一
斉
放
水
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本

部
消
防
総
務
課
☎
◯　22　
０
３

１
４
番

※
写
真
は
昨
年
の
出
初
式
の

様
子
︵
上：

は
し
ご
演
技
、

下：

車
両
行
進
︶

文化財を火災・震災など
の災害から守るため、昭和
24年（1949）１月26日、
法隆寺（奈良県斑

いか

鳩
るが

町）金堂
壁画が焼失した日を「文化
財防火デー」と定め、多く
の人に文化財を守り、大切
にする心を養ってもらう運
動が始まりました。
この運動も今年で50年

目を迎えます。文化財の火
災は、放火や周りからの飛び火が多いという特徴があり
ます。貴重な文化財を後世に残すため、住民ぐるみの防
火・防災体制を整えましょう。
《文化財を守る２つの約束》
①喫煙マナーを守り、近くで火遊びなどの火災の原因と
なることを止めましょう。
②文化財の周りに燃えやすい物を捨てたり、置きっぱな
しにしないようにし、整理・整とんを心がけましょう。
火災防御訓練を実施
①日時 １月25日㈰ 9：00～
場所 彦根城とその周辺（金亀町）
②日時 １月31日㈯ ９：00～
場所 久

く

留
る

美
み

神社（本庄町）
問い合わせ先 消防本部予防課☎22-0332、同警
防課☎22-0337

1月26日は文化財防火デー

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
被
災
地
で
は
、

多
く
の
命
と
貴
重
な
財
産
が
一
瞬
の

う
ち
に
奪
わ
れ
、
電
気
、
水
道
、
ガ

ス
、
電
話
な
ど
も
使
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
道
路
も
満
足
に
通
れ
な
い
困

難
を
極
め
る
状
況
で
、
被
害
に
あ
っ

た
人
た
ち
が
互
い
に
助
け
合
う
と
と

も
に
、
全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
多
く
の
人
が
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

災
害
が
起
こ
っ
た
地
域
は
、
炊
き

出
し
、
救
援
物
資
の
配
布
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
、
交
通
整
理
な
ど
の
た
め
、

た
く
さ
ん
の
人
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
水
道
の
配
管
を
直
し
た

り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
た
り
と
い

っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
専
門
家

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
対
す
る
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
へ
の

備
え
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
災
害
が
起
こ
っ
た
地

域
で
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
震
な
ど
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
正
し
い

知
識
と
対
処
方
法
を
身
に
つ
け
、
災

害
に
強
い
わ
が
家
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

家庭の防災対策のポイント
家族みんなでチェック！

○家具の転倒防止
○照明器具などの落下防止
○プロパンガスボンベの固定
○火気のそばに燃えやすいものを
置かない
○非常持ち出し品の準備と点検
○消火器の場所
○避難経路、避難場所の確認
○家族一人ひとりの役割分担
○家族相互の連絡手段の確認

消
火
器 

消防出初式

情報
掲示板

市
立
病
院
は
、
平
成
15
年
11
月
17

日
付
け
で「
病
院
機
能
評
価
認
定
証
」

を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
立
病
院
が
提
供
す
る

医
療
の
質
や
機
能
が
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
評
価
さ
れ
た
結
果
、
厳
し
い

認
定
基
準
に
達
し
て
い
る
と
、
公
式

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

現
代
は
、
患
者
さ
ん
が
病
院
を
選

ぶ
時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
病
院
を
客
観
的
に
判
断
す

る
た
め
の
情
報
は
、
手
に
入
れ
る
こ

と
が
困
難
で
す
。病
院
を
選
ぶ
と
き
、

多
く
の
人
は
建
物
の
外
観
や
評
判
で

決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
㈶
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
が
、
平
成

９
年
度
か
ら
第
三
者
的

な
立
場
で
病
院
の
機
能

評
価
を
始
め
ま
し
た
。

平
成
15
年
11
月
17
日
現

在
、
全
国
で
１
、
０
７

６
病
院
（
滋
賀
県
で
は

市
立
病
院
を
入
れ
て
６

病
院
）
が
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
病
院
機
能

評
価
で
は
、「
地
域
が
必

要
と
す
る
医
療
の
各
領
域
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
高
次
の
医

療
に
も
対
応
し
う
る
病
院
」
で
あ
る

か
を
、
①
病
院
組
織
の
運
営
と
地
域

に
お
け
る
役
割
②
患
者
の
権
利
と
安

全
の
確
保
③
療
養
環
境
と
患
者
サ
ー

ビ
ス
④
診
療
の
質
の
確
保
⑤
看
護
の

適
切
な
提
供
⑥
病
院
運
営
管
理
の
合

理
性
の
６
つ
の
領
域
５
７
７
項
目
に

わ
た
り
書
面
審
査
と
訪
問
審
査
（
平

成
15
年
８
月
27
日
か
ら
３
日
間
）
を

受
け
た
も
の
で
す
。

市
立
病
院
で
は
こ
の
認
定
取
得
を

ゴ
ー
ル
と
考
え
ず
、
信
頼
性
、
安
全

性
の
高
い
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
、
病
院
機
能
の
改
善
や
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
病
院
経
営
の

健
全
化
に
取
り
組
み
、
病
院
基
本
理

念
の
「
住
み
な
れ
た
地
域

で
健
康
を
さ
さ
え
、
安
心

と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
病

院
」
を
目
指
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
信
頼

さ
れ
る
医
療
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
立
病

院
企
画
経
営
課
☎
◯　22　
６

０
５
０
番
内
線
３
５
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
０
７

５
４
番

案
を
公
告
・
縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
区
域

用
途
地
域
指
定
の
変
更

彦
根
市
で
は
、
ま
ち
の
住
宅
、
商

店
、
工
場
な
ど
の
適
正
な
配
置
に
よ

る
機
能
的
な
都
市
活
動
を
目
指
し

て
、
都
市
計
画
区
域
の
用
途
地
域
指

定
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
作
業
の
結
果
、
用
途
地
域
指
定

の
変
更
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
公
告
・
縦
覧
を
し
ま
す
。

公
告
・
縦
覧
期
間

１
月
30
日
㈮
〜

２
月
13
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

場
所

都
市
計
画
課
（
市
役
所
２
階
）

問
い
合
わ
せ
先

同
課
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
２
５
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　24　
８
５
１
７
番

21
歳
以
上
に
は
入
試
の
特
例
措
置

定
時
制
課
程
普
通
科
生
徒

高
校
の
定
時
制
課
程
は
、
中
学
校

卒
業
後
、
す
ぐ
就
職
し
た
人
が
定
年

を
迎
え
て
か
ら
入
学
す
る
な
ど
し

て
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す

る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

彦
根
東
高
校
定
時
制
課
程
普
通
科

で
は
、
21
歳
以
上
の
人
が
希
望
す
る

と
、
学
力
検
査
の
代
わ
り
に
面
接
と

作
文
で
入
試
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

入
試
の
日
時

３
月
４
日
㈭

出
願
期
間

２
月
16
日
㈪
〜
同
18

日
㈬

出
願
手
続
き

全
日
制
の
高
校
と
同

じ
よ
う
に
、
中
学
校
を
通
じ
て
行

い
ま
す
。
前
記
出
願
期
間
に
な
る

前
に
、
出
身
中
学
校
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
東
高
校
☎
◯　22　

４
８
０
０
番

偽
り
の
戸
籍
届
出
の
防
止
と
早
期

発
見
の
た
め
、
２
月
１
日
か
ら
戸
籍

の
届
出
の
と
き
に
、
窓
口
で
本
人
確

認
を
し
ま
す
。

な
お
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

を
持
っ
て
い
な
い
と
き
や
、
届
出
を

す
る
本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ
ず
、
代

理
の
人
が
来
ら
れ
た
場
合
で
も
、
届

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

と
き
に
は
、
後
で
届
出
を
受
理
し
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
「
お
知
ら
せ
」
を

郵
便
で
送
り
ま
す
。

ま
た
、
休
日
や
業
務
時
間
外
の
届

出
に
つ
い
て
は
、
本
人
確
認
を
し
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
も
、
後
で
「
お
知

ら
せ
」
を
送
り
ま
す
。

本
人
確
認
を
す
る
届
出
は
…

「
婚
姻
届
」、「
離
婚
届
」、「
養
子

縁
組
届
」、「
養
子
離
縁
届
」
の
届
出

で
す
。こ
れ
ら
の
届
を
す
る
と
き
は
、

窓
口
で
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
が
必
要
な
人
は
…

届
書
を
窓
口
に
持
っ
て
来
ら
れ
た

人
で
す
。
届
出
の
本
人
に
代
わ
っ
て

代
理
の
人
が
窓
口
に
来
ら
れ
た
と
き

も
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
が
確
認
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
に
使
う
書
類
は
…

官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の

も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登

録
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔

写
真
入
り
）
な
ど
が
使
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎
◯　22　
１
４

１
１
番
内
線
１
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　22　
１
３
９
８
番

市
立
病
院
企
画
経
営
課

彦
根
東
高
等
学
校

良
質
な
医
療
を
外
部
機
関
が
評
価

彦
根
市
立
病
院
は

病
院
機
能
評
価
に
合
格
し
ま
し
た

市
立
病
院
が
受
け
取
っ

た
認
定
証

戸
籍
の
届
出
の
と
き
の

身
分
証
明
書
の
提
示
に
ご
協
力
を


